
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２学期がスタートした９月上旬は、日中は真夏のような太陽が降り注ぐ中、子どもたちはたくさん汗を掻

きながら活発に遊ぶ姿がありました。園ではエアコンで空調したり、水分補給や休息などに配慮したりして熱

中症対策を講じてきました。少しずつ園生活のリズムを取り戻してくると、さらに活発に様々なことに興味を

もって取り組むようになってきました。同時に、夏から秋の季節の移り変わりのいろいろな自然事象（太陽の

高さ、仲秋の名月、サツマイモなどの植物の生長の変化、セミの抜け殻、トンボやバッタ、コオロギなど生き

物他）に興味関心をもって関わろうとする姿が見られるようになってきました。また、体を動かすことが気持

ちよい季節となってきたことで夫々の学年で第１学期から楽しんできた遊びを継続しつつ、さらにステップ

アップした遊びにもチャレンジし体をたくさん動かして楽しむ姿があります。 

いよいよ子どもたちが楽しみにしている“わくわくデイⅠ（運動会）”が近づいてきました。１０月のクラ

スだよりの中で今までの各クラスの『遊びの様子と子どもたちが遊びを通してどんなことに興味をもち学ん

でいるのか』、また、合わせて『園の教育活動のねらいや教師のねがい』をドキュメンテーションで詳しくお

伝えさせていただき、保護者の皆様と共にお子様の育ちを共有していきたいと思います。 

ご理解とご協力をいただき、当日は、子どもたちに温かい眼差しと拍手をお願いいたします。 

 

足は、生まれてから時間をかけて成長します。生まれたばかりの赤ちゃんの足の骨はほとんどが軟骨で、

軟骨にカルシウムが蓄積され、骨に変わっていく（骨化）のが足の成長です。１８～２０歳頃で骨化が終了

します。足の中でかかとは７個の骨から成り立っています。これが全部揃うのは４歳頃です。歩くことが足

を健全に育てる最良の手段ですが、昨今、生活環境や暮らし方の変化によって歩くことが減ってきている現

状があります。足は、全身を支え、立ち歩くことを可能にしている器官です。私たちは何気なく立っていま

すが、足には自分の体重がかかり、地面からは同じ力で押し返されています。この押し返しによって倒れず

にいることができます。５本の指がしっかりと地面や床に着いて初めて立ち姿勢が安定します。歩くことや、

それを支える靴選びはとても重要になってきます。そこで、靴選びのポイントとして『足の大きさに合った

靴を選ぶ』そして『足と靴がしっかり固定できる履き方をする』ことが大切です。 

                 

 

 

 

 

 

 

『足育』」とは…足を健全に育てることで体全体の健康を図る  

“わくわくデイⅠ”を前に参考にしてください❤ 

さかわようちえんだより 

～10月号～ 

 

みんなで守りたい『おだわらっ子の約束』について 

ほし組 １０月の約束 

人の話をきちんと聞きます 

さくら組 １０月の約束 

「ありがとう」「ごめんなさい」を言います

す 

さくら組の９月の約束は「明るく笑顔であいさつします」でした。第１学期から毎

朝、保育室では元気なあいさつが響きわたっていました。また、大きな声で返事をす

ることもできるようになってきました。ほし組の約束は「どんな命でも大切にします」

でした。捕ったトンボやバッタをそのままにしておくと死んでしまうことを経験した

年長さんは、皆で命の大切さについて考え、話し合いました。 

１０月の約束は以下に決まりました。今月も意識して守っていきたいですね。 

 

『足育』遊びを紹介 

します。参考にして

みてください。 

裏面に続きます！ 

 

『正しい靴の履き方』 

令和４年９月 29日 

小田原市立酒匂幼稚園 

園長 越川 知香子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


